
京都大学における 「学徒出陣」

(1
)
全
般

(
4
)

「学
徒
出
陣
」
に

つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
書
物
は
言
う

ま
で
も
な
く

数
多

い
。
だ
が
、
そ

の

う
ち
の
大
部
分
は
、
『き
け
わ
だ

つ
み
の
こ
え
』

『雲
な
が
る
る
果
て

に
』

の
よ
う
な
遺
稿
集

や
、
林
サ
夫

『わ
が

い
の
ち
月
明
に
燃

ゆ
』

の
よ
う
な
個
人

の
遺
稿

を
編
集
し
た
も

の
、
軍

隊

の
同
期

や
学
校

の
同
窓
単
位

で
ま
と
め
ら
れ
た
り
、
個
人
で
ま
と
め
た
回
想

の
類

で
あ
り
、

「学
徒
出
陣
」
を

一
つ
の
歴
史
事
象
と
し
て
客
観
的
に
分
析
し
た
も
の
は
ま
だ
少
数
で
あ
る
。

(
5
)

(6
)

そ
の
な
か
で
、
森
岡
清
美
や
大
貫
美
恵
子
の
著
作
は
、
特
攻
隊
員

を
中
心
と
し

て
学
徒
兵

の
遺
稿
を
分
析
し
、
彼
ら

の
心
性
ま
で
踏
み
込

ん
で
考
察
を
行

っ
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

「学
徒
出
陣
」

の
全
容

に

つ
い
て
解
説
を
試

み
た
著

作
と
し
て
は
、

安

田
武

『学
徒
出
陣

新
版
』
三
省
堂
、

一
九
七
七
年
、
わ
だ

つ
み
会
編

『学
徒
出
陣
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
三
年
、

蜷
川
寿
恵

『学
徒
出
陣

-
戦
争
と
青
春
ー
』

(前
掲
)
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ

の
う
ち
、

安
田
と
蜷
川
は

一
九
四
三
年

一
二
月

の
出
陣
学
徒
数

の
推
計
を
行

っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
そ

の
数

は
安

田
が

一
二
、
三
万
、
蜷
川
は
五
万
人
近
く
と
か
な
り

の
差

が
あ
る
。
と
も
に

『文

部
省
第
七
十

一
年
報
』

(
一
九

四
三
年
版
)
を
も
と
に
算
出
し
て
い
る
が
、
安

田
の
算
出
方

(
7
)

法
は
か
な
り
粗
く
、
残
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
東
京
商
科
大
学
の
臨
時
徴
兵
検
査
判
定
集
計
を

利
用
し
て
詳
細
に
入
隊
者
数
を
推
計
し
て
い
る
蜷
川
の
方
が
よ
り
実
態
に
近
い
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
の
著
作
で
も

一
九
四
三
年

一
二
月
の
徴
集
者
数
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、
そ
の
後
敗
戦
ま
で
続
く
徴
集
者
数
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。
ま
た
、
在
学
中

2

研
究
史

い
ず

れ
に
し
ろ
、
「学
徒
出
陣
」
と
は
元
来
軍

の
側
か
ら
の
明
確
な

目
的
意
識
を
持

っ
た

言
葉

で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な

い
。
そ
の
意
味

で
は
、
歴
史
用
語
と

し
て
現
在
そ
の
ま
ま
使

用
す

る
の
は
適
当
で
な

い
か
も
し
れ
な

い
が
、
す
で
に
広
く
定
着
し
た

用
語
で
あ
る
こ
と
と
、

当
時

の
状
況
を
示
す
用
語
で
あ
る
と

い
う
理
由
か
ら
、
本
調
査
研
究

で
は
、
カ
ギ
括
弧
を
付

(3
)

し
て
用

い
る
こ
と
と
し
た
。

(3
)
他
大
学
関
係

京
大
に
限
ら
ず
、
全
国
の
大
学
で

「学
徒
出
陣
」
に
つ
い
て
の
本
格
的
調
査
は
な
か
な
か

行
わ
れ
な
か

っ
た
が
、
最
近
、
特
に

一
九
九
〇
年
代
に
入
り

「学
徒
出
陣
五
〇
年
」
「
戦
後
五

〇
年
」
を
迎
え
る
頃
か
ら
い
く
つ
か
の
大
学
で
徴
集
者
や
戦
没
者
の
調
査
が
行
わ
れ
始
め
た
。

(2
)
京
都
大
学
関
係

(9

)

戦
後
、
京
大
は
二
度
沿
革
史

の
編
纂
を
行

っ
て

い
る
。

『京
都
大
学
七
十
年
史
』

で
は
、

「第

二
章

帝
国
大

学
時
代
」

の

「第

四
節

戦
時

下
の
大
学
」
に
お

い
て

「
学
徒
出
陣
」

に

つ
い
て
記
述
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
制
度
面

の
説
明
と
出
陣
学
徒
壮
行
式

の
様
子
が

略
述
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
「臨
時
徴
兵
検
査

の
結
果
、
残
留
者
は
法
学
部
約

一
九
%
、
文
学

部
約
三
〇
%
、
経
済

学
部
約
三
〇
%
、
し
た
が

っ
て
文
科
系
学
生
の
約
八
割
が
学
業
半
ば
に

し
て
入
隊
す
る
こ
と

と
な

っ
た
」

(
一
二
六
頁
、
原
文

は
横
書
き
)
と
あ

る
。
こ
の
数
字

の

根
拠
は
、

『京
都
帝

国
大
学
新
聞
』

=

月
五
日
付

の
記
事

で
あ
ろ
う

[本
書

「
皿

資
料
」

の

「
2

京
都
帝
国

大
学
新
聞
」
資
料

10
参
照
。
な
お
、
以
下
皿
1

2
1

10
の
よ
う

に
表
記

す
る
]
。

(
10
)

ま
た
、

『京
都
大

学
百
年
史
』
総
説
編
で
は
同
様

に
制
度
的
枠
組
み
や
各
種
壮
行
行
事

の

説
明
を
行

っ
て
い
る
ほ
か
、
朝
鮮

・
台
湾
出
身

の
学
生
に

つ
い
て
も
独
自

の
壮
行
式
が
行
わ

れ
た
こ
ど
が

『京
都
帝
国
大
学
新
聞
』

の
資
料

に
よ
り
述
べ
ら
れ
て
い
る

[皿
ー

2
1

14

・

26
]
。
し
か
し
、
残

留
学
生
数
に

つ
い
て
は

『京
都
大
学
七
十
年
史
』
と
同
じ
資
料

に
も
と

つ

い
て
記
述
さ
れ
る
に
止
ま

っ
て

い
る
。
ま
た
、
そ

の
他

に
資
料
編

二
で
は
、

『京
都
帝
国

大
学
新
聞
』
を
中
心

に
八
点

の
関
係
資
料
を
収
録
し
て
い
る
。

な
お
、
ど
ち
ら
に
お

い
て
も
戦
没
者
数
や
、
当
時

の
学
生
た
ち

の
体
験
に

つ
い
て
は
全
く

触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。

の
戦
没
者
数
に
つ
い
て
は
、
蜷
川
が
東
京
帝
国
大
学
と
東
京
商
科
大
学
の
戦
没
者
数
か
ら
徴

(
8
)

集
者

の
九

・
三
%
と

推
計
し
、
約

四
、
六
〇
〇
人
と
割
り
出
し
て
い
る
。
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1解 説

早
稲
田
大
学
で
は
、
大
学
史
編
集
所

(現
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
)
に
お
い
て
戦
没
者
の

調
査
が
行
わ
れ
た
。
校
友
会
が
保
管
し
て
い
る
三
三
万
人
を
越
え
る
校
友

一
人

一
人
の
カ
ー

ド
に
は
物
故
者
の
死
没
事
由
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
戦
没
者
を
割
り
出

す
作
業
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果

一
九
〇
三
年
七
月
か
ら
敗
戦
ま
で
の
卒
業
生
お
よ
び
在
学

(
11
)

中

の
戦
没
者
を

四
、
五
四
四
人

(う
ち
卒
業
生
四
、
三
九
九
人
)
と
算

出
し
て
い
る
。

明
治
大
学

で
は
、
教
務
課
所
蔵
資
料
を
も
と
に
学
部

・
専
門
部
を
合
計
し
た
学
徒
兵

の
名

(12
)

簿
を
整
理
し
て
掲
載

し
て

い
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
明
治
大
学
に
お
け

る

一
九

四
三
年

一
二

月
以
降

の
徴
集
者
は
六
、

一
五
二
人
を
数
え

て
い
る
。
さ
ら
に
明
治
大
学

の
例
で
注
目
さ
れ

る

の
は
、
朝
鮮
人
学
徒
兵
数
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
調
査
機
関
に
よ

っ
て
三
種

類

の
数
値
が
あ
る
と

い
う

こ
と
で
と
り
あ
え
ず
明
大
在
日
韓
国
人
同
窓
会
作
成

の
名
簿
が
掲

載
さ
れ

て
い
る

(九
三
人
)
。
「
北
朝
鮮
出
身
者
分
が
含
ま
れ
て
い
な

い
の
で
正
確
と
は

い
え

(
13
)

な
い
」
数
値
と
さ
れ
て
い
る
が
、
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

立
命
館
大
学
で
は
、
大
学
所
蔵
の
関
連
名
簿
を
利
用
し
て

「学
徒
出
陣
」
者
数
の
調
査
を

(14
)

行

っ
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
学

・
大
学
予
科

・
専
門
学
部
を
合

わ
せ
て

一
九
三
六
年

以
来
の
年
次
別
兵
役
休
学
者
数

の
合
計
は
三
、

一
四
九
人
、

一
九
四
三
年

一
二
月
に
兵
役
に

よ
る
休
学
届
を
提
出
し
た

の
は

一
、

=
二
六
名

に
上
る
と

い
う
。
ま
た
、
立
命
館

に
お

い
て

も
朝
鮮
人
学
生

の
徴
集
に
つ
い
て
は
詳
し

い
記
述
が
あ
り
、
特
に

「立

命
館

で
は
非
志
願
学

(
15
)

生
三
二
名
が
、

一
二
月
七
日
付

で
、
総
長

の
命

に
よ
り
除
名

(除
籍
)

さ
れ
た
」
と
記

さ
れ

て
い
る
の
は
、
「志
願
」
と

い
う
名

の
下
に
行
わ
れ
た
こ
と
の

一
端
を
示
す
事
例
で
あ
る
。

東
京
大
学
で
は
、
学
内
資
料
を
も
と
に
し
た
徴
集
者
数
と
、
旧
制
高

等
学
校
同
窓
会
名
簿

や
大
学

の
同
窓
会
資
料
お
よ
び
旧
陸
海
軍
関
係
団
体
の
名
簿
か
ら
戦
没
者
数
を
算
出
し
て
い

(
16
)

る

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

一
九
四
三
年

=

一月
段
階
で
の
徴
集
者
数
は

学
部
大
学
院
合
わ
せ

て
二
、
八
八

一
人
、

一
九
四
四
年
八
月
段
階

で
は
同
じ
く
三
、
三
〇

四
人
と
な

っ
て

い
る
。

ま
た
、
戦
没
者
数
に

つ
い
て
は

一
九
二
六
年
以
降

一
九
四
五
年
以
前
に
入
学
し
た
在
学
生

・

卒
業
生

・
退
学
者
を
対
象

に
し
て
お
り
、
合
計
で

一
、
六
五
二
人
と
算
出
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、
依
拠
し
た
資
料
が
不
十
分
で
あ
り
、
判
明
率
は
七
割
程
度
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
近
年

に
な

っ
て
よ
う
や
く

「
学
徒
出
陣
」

に
つ
い
て
の
本
格
的
調
査

・
研

究
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な

っ
て
き
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
調
査
の
行
わ
れ
て
い
な

い
大
学

も
少
な
く
な
い
。
こ

の
種

の
調
査
に
は
、
大
学

の
公
的
資
料

の
利
用
は
不
可
欠

で
あ
り
、
大

学
当
局

の
積
極
的
な

協
力
が
必
要
に
な

っ
て
く

る
。
ま
た
、
資
料
の
残
存
状
況
か
ら
く
る
制

約
は
否
め
な

い
が
、
各
大
学

の
調
査
対
象
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
全
国
的
な
数
値
を
確
定
す

大
谷
大
学
で
は
、

一
九

四

一
年

一
二
月
か
ら

一
九

四
五
年
八
月
ま
で
の
在
学
生

の
う
ち

の

存
命
者
八

一
二
人
に

「学
徒
出
陣
」
お
よ
び
勤
労
動
員

に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

(
17
)

一
九
六
人
か
ら
当
時

の
体
験
に

つ
い
て
の
回
答
を
得
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト

へ
の
回
答
の
さ

れ
方
は
長
短
様

々
で
あ
る
が
、
同
じ
大
学
の
出
身
と

い
う
共
通

の
母
集
団

へ
の
本
格
的
な

ア

ン
ケ
ー
ト
で
あ
り
、

注
目
さ
れ
る
べ
き
試
み
で
あ
ろ
う
。

立
教
大
学
で
は
、
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
、
大
学
教
務
課
作
成
の

「入
営
学
生
簿
」

を
中
心
に
徴
集
者
数

の
算
出
が
試
み
ら
れ
て
お
り
、

「暫
定
的
な
数
値
」
と
し
な

が
ら

一
、

〔
18

)

〇

一
一
人

の
徴
集
を
確
認
し

て
い
る
。
ま
た
、
朝
鮮
人

一
八
人
、
台
湾
人

一
人

の

「志
願
」

も
確
認
さ
れ
て

い
る
。

以
上
紹
介
し
た
の
は
、
大
学
が
公
的
に
行

っ
た
調
査
研
究
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
教
員

や

学
生
が
自
ら
の
所
属

す
る
大
学
に
お
け
る

「学
徒
出
陣
」

の
実
態
調
査
を
行

っ
た
事
例
も
あ

る
。
青
山
学
院
大
学

で
は
、
青
山
学
院
大
学
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
九
五

の
手
に
よ

っ
て

一
九
三
七
(
19
)

年
七
月
か
ら

一
九
四
五
年

八
月
ま
で
の
校
友

・
教
職
員
の
戦
没
者
調
査
が
行

わ
れ
て

い
る
。

こ
れ
は
、
同
窓
会
名

簿
を
頼
り
に
電
話

・
郵
便
等
で
直
接

の
問

い
合
わ
せ
を
積

み
重
ね

て
い

く
方
法
を
と
り
、
三
〇
二
人

の
戦
没
者
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
慶
応
義
塾
大

学
で
は
、
経
済
学
部

の
白
井
ゼ
ミ
の
メ
ン
バ
ー
が
主
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
塾
員
力
ー
ド

の

記
載
か
ら
、
卒
業
生

・
在
学
生

・
教
職
員
の

一
九
三
七
年
七
月
か
ら
敗
戦
ま

で
の
戦
没
者
調

(
20
)

査
を
行

い
、
そ
の
結
果
、
二
、

一
六
五
人

の
戦
没
者
を
確
認
し
て
い
る
。
さ
ら
に
東
洋
大
学

で
は
、
校
友
会

に
よ

っ
て
戦
没
者
調
査
が
行
わ
れ
、

一
九
三
七
年
三
月
か
ら

一
九
四
五
年
九

(
21
)

月
ま
で
の
卒
業

・
修

了
者
か
ら

一
七
八
人
の
戦
没
者
を
確
認
し
て
い
る
。
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京都大学における 「学徒出陣」

(1
)
当
時
の
高
等
教
育
制
度

当
時
、
大
学
に
つ
い
て
定
め
た
最
も
基
本
的
な
法
令
は
、

一
九

一
八
年

一
二
月
六
日
公
布

の
大
学
令

(勅
令
第
三
八
八
号
)
で
あ

っ
た
。
大
学
令
は
、
従
来
大
学
に
関
す
る
基
本
法
令

だ

っ
た
帝
国
大
学
令
に
代
わ

っ
て
公
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
帝
国

大
学
以
外
の
公
立

・
私
立
大
学
や
単
科
大
学
の
設
置
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九

一
八
年
段
階
で
は
わ
ず
か
五
校
だ

っ
た
日
本
の
大
学
の
数
は
、
以
後

一
九
二
〇
年
代
に
私
立

大
学
や
官
立
単
科
大
学
を
中
心
に
増
加
、

一
九
四
二
年
に
は
文
部
省
管
轄
の
大
学
は
帝
国
大

学
七
校
、
官
立
単
科
大
学

一
二
校
、
公
立
大
学
二
校
、
私
立
大
学
二
六
校
、
合
計
四
七
校
ま

(22
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で
拡
大
し
た
。
し
か
し
、
.そ
れ
ぞ
れ

の
大
学

の
学
部
構
成
を
見

る
と

、
文
系
理
系
と
も
備
え

た

い
わ
ゆ
る
総
合
大
学

は
、
東
京

・
京
都

・
東
北

・
九

州
の
四
帝
国

大
学
と
慶
応

・
早
稲

田

・
日
本
の
各
私
立
大
学
し
か
な
く
、
当
時

の
大
学
は
文
理

い
ず
れ

か
に
片
寄

っ
た
学
部
構

成

の
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

っ
た
。

大
学

へ
の
入
学
資
格
が
あ
る

の
は
、
大
学
令
第
九
条

に

「学
部

二
入
学

ス
ル
コ
ト
ヲ
得

ル

者

ハ
当
該
大
学
予
科

ヲ
修
了
シ
タ
ル
者
、
高
等
学
校
高
等
科
ヲ
卒
リ
タ
ル
者
又

ハ
文
部
大
臣

ノ
定

ム
ル
所

二
依
リ
之
ト
同
等
以
上
ノ
学
力

ア
リ
ト
認

メ
ラ
レ
タ
ル
者
ト

ス
」
と
あ
る
と
お

り
、
原
則
と
し
て
高
等
学
校
あ
る
い
は
大
学
予
科

の
卒
業
生
で
あ

っ
た
。
大
学
に
入
ろ
う
と

す
る
者
は
、
尋
常
小
学
校

(
一
九
四

一
年
国
民
学
校
に
改
称
)
六
年

、
中
学
校
四
年
ま
た
は

(弩

五
年
、
高
等
学
校
三
年

の
そ
れ
ぞ
れ

の
課
程
を
終
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
か

っ
た
。
し
た
が

っ

て
、
最
も
早

い
場
合
は
満

一
九
歳

で
大
学
に
入
学
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
実
際
に
は
途
中

の

受
験
や
進
級

の
関
係
等
で

い
く
ら
か
年
上
で
入
学
す
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
少
し
前

の
デ
ー

タ
に
な
る
が
、

一
九
三
八
年
九
月
末
現
在

で
の
京
大
各
学
部
の

一
年
生

の
最
高
年
齢

・
最
低

年
齢

・
平
均
年
齢
を
表
に
示
し
た

[表

I
1

1
]
。
表
を
見
る
と
、
各

学
部
と
も
平
均
が
二

3

制
度
的
枠
組
み

る
に
は
ま
だ

一
定
程
度

の
時
間
が
か
か
り
そ
う
な

の
が
現
状

で
あ
ろ
う
。

一
歳
か
ら
二
三
歳

の
間
に
な

っ
て
お
り
、
若
干
高
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
徴
集
猶
予
が
停
止

に
な

っ
た
と
き
、

一
年
生
も
含
め
て
多
数

の
学
生
が
徴
集

の
対
象
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
た
。

ま
た
、
高
等
学
校

・
大
学
予
科

の
卒
業
を
入
学
資
格
と
し
た
ヒ
と
に
よ
り
、
建
前
と
し
て

は
正
規

の
学
生
と
し

て
の
女
子
学
生
は
存
在
し
な

い
こ
と
に
な

っ
た
。
大
学
令
や
京
都
帝
国

大
学
通
則

に
は
性
別

に
よ
る
入
学
資
格

の
限
定
に

つ
い
て
言
及
は
な

い
が
、
大
学
令
と
同
時

に
公
布
さ
れ
た
高
等

学
校
令
に
は
、
そ

の
第

一
条

に

「高
等
学
校

ハ
男
子
ノ
高
等
普
通
教
育

ヲ
完
成
ス
ル
ヲ
以

テ
目
的
ト
シ
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
(
塞
)

帝
国
大
学

・
官
立
大

学

・
私
立
大
学

の
い
く

つ
か
で
は
女
子
学
生

の
入
学
を
認
め
て
い
た
。

各
大
学
の
通
則
や
学

部
規
程

の
な
か
で
、
高
等
学
校

・
大
学
予
科
か
ら

の
入
学
生

で
は
欠
員

が
生
じ
た
と
き

の
措

置
と
し
て
、
女
子

の
入
学
を
定
め
た
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
京

大

の
場
合
は
、
高
等

学
校

・
大
学
予
科
か
ら

の
入
学
生

の
比
率
が
高
く
、
欠
員
分
も
他

の
専

(25
)

門
学
校
お
よ
び
検
定
に
よ
る
入
学
で
ほ
ぼ
充
足
で
き
た
の
で
、
女
子
学
生
の
入
学
を
認
め
る

表1-1 学部別学生年齢表(1年 生)

1939年9月 末調査

学部名

法

医

工

文

理

経済

農

最高年齢

30.9

28.6

35.2

48.7

50.7

33.?

34.2

最低年齢

19.8

19.6

19.8

19.6

20.1

19.6

19.2

平均年齢

22.4

21.2

21.9

22.3

23.9

22.0

23.6

『京都帝国大学一覧』昭和14年 度、1939年 よ り作成。

注

・小数点の左は 「年」、右は 「月」を示す。
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